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市議会だより　第 145 号 ２

大月市消防団
×

大月市議会
「カンカーン・カンカーン！」
年の瀬が迫った頃、毎年聞こえてくる
消防団の夜警の音は、市民に「火の用
心」と語りかけてくれている。
火事や地震等の災害に対し、常日頃か
ら訓練を行い、市民の安全安心に取り
組んでいる消防団が抱える課題は何な
のか。じっくりお聞きすることが出来
ました。

特 集
地域防災について語る

自
助
・
互
助
・
共
助
・
公
助
の
要
で
あ
る
消
防
団
が
、

い
つ
ま
で
も
市
民
の
安
心
・
安
全
を
守
り
続
け
る
た
め

に
必
要
な
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
　
　
　

【
市
議
会
】

×

団
員
の
確
保
が
課
題
で
す
。
若
い
人
た
ち
が
帰
っ
て
こ

ら
れ
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
が
な
い
と
厳
し
い
と
思
う

○
必
必
必
必
必
必
必
必
必
必
必

【
消
防
団
】

Ｑ
　
今
日
は
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞

き
す
る
機
会
で
す
。
ざ
っ
く
ば
ら

ん
に
お
話
し
く
だ
さ
い
。

・
団
員
の
な
り
手
が
少
な
い
と
い
う
現

状
が
あ
り
、
部
長
を
卒
業
し
て
か
ら
も

再
入
団
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

・
山
奥
で
は
、
跡
取
り
も
家
を
出
て
し

ま
う
こ
と
が
多
く
、
若
手
が
い
な
い
。

・
２
０
４
０
年
の
人
口
を
１
９
、
０
０

０
人
と
す
る
目
標
を
立
て
て
い
る
そ
う

で
す
が
、
若
者
が
い
な
く
て
年
配
者
ば

か
り
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
消
防
団

の
運
営
も
非
常
に
厳
し
い
の
で
若
い
人

た
ち
が
、
帰
っ
て
こ
ら
れ
る
よ
う
な
ま

ち
づ
く
り
が
な
い
と
厳
し
い
と
思
う
。

Ｑ
　
入
団
し
て
く
れ
な
い
理
由
は
何
だ

と
思
い
ま
す
か
。

・
親
の
世
代
の
消
防
は
嫌
な
思
い
を
し

て
い
た
ら
し
く
、
親
御
さ
ん
が
背
中
を

押
し
て
く
れ
る
こ
と
が
少
な
い
と
感
じ

ま
す
。

Ｑ
　
昔
、
梁
川
に
女
性
消
防
隊
が
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
が
、
女
性
団
員
は

い
ま
す
か
。

・
現
在
、
賑
岡
に
女
性
団
員
が
１
人
い

ま
す
が
、
女
性
消
防
団
員
を
誘
お
う
に

も
ト
イ
レ
な
ど
の
環
境
が
整
備
さ
れ
な

い
と
難
し
い
で
す
。

・
先
程
か
ら
団
員
の
な
り
手
が
い
な
い

と
い
う
話
が
出
て
い
ま
す
が
、
団
員
以

外
に
も
我
々
の
よ
う
な
役
員
の
な
り
手

も
い
な
い
。

・
丹
波
山
村
で
は
、
現
在
の
団
長
も
副

団
長
も
現
職
の
村
会
議
員
だ
そ
う
で
す
。

大
月
市
で
も
役
員
を
決
め
る
時
に
、
や

る
人
が
い
な
い
の
で
実
際
に
は
押
し
付

け
合
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。
丹
波
山
村

と
は
人
口
規
模
も
違
い
ま
す
が
、
市
議

会
議
員
の
先
生
方
に
は
多
方
面
に
わ
た

り
是
非
と
も
ご
協
力
を
頂
き
た
い
で
す
。

Ｑ
　
団
員
を
集
め
る
た
め
に
は
何
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
か
。

・
東
京
消
防
庁
の
Ｏ
Ｂ
や
自
衛
隊
Ｏ
Ｂ

の
方
々
に
協
力
団
員
と
し
て
検
討
し
て

も
ら
っ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

・
都
留
市
で
は
消
防
団
員
サ
ポ
ー
ト
店

を
始
め
て
い
る
の
で
、
後
追
い
に
な
る

か
も
し
れ
な
い
で
す
が
、
少
し
は
た
め

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

・
以
前
、
そ
の
都
留
市
の
事
例
を
引
き

合
い
に
出
し
、
一
般
質
問
で
取
り
上
げ

た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
そ
の
後
、
議

論
さ
れ
て
お
ら
ず
、
進
捗
も
し
て
い
な

い
と
い
う
の
が
現
状
だ
と
思
い
ま
す
。

サ
ポ
ー
ト
店
に
よ
っ
て
様
々
な
サ
ー
ビ

ス
が
あ
り
ま
す
が
、
も
し
、
そ
の
話
を

総務産業常任委員会
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市議会だより　第145号３

討
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

・
10
年
程
前
に
続
き
、
昨
年
も
消
防
団

で
消
火
器
の
販
売
を
行
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
安
く
買
え

る
せ
い
か
、
50
数
軒
の
中
で
３
件
ほ
ど

し
か
注
文
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
各

家
庭
に
は
10
年
以
上
前
の
古
い
消
火
器

し
か
無
い
の
で
は
と
心
配
も
し
て
い
ま

す
し
、
各
家
庭
で
購
入
し
て
い
ま
す
か

ら
訓
練
も
し
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

何
と
い
っ
て
も
初
期
消
火
が
大
切
で
す
。

予
算
を
と
っ
て
各
家
庭
に
消
火
器
を
配

備
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

本
日
は
消
防
団
の
役
員
の
皆
様
の

切
実
な
る
ご
意
見
を
頂
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
議
会
と
し
て
対
応

す
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
は
し
っ
か

り
と
対
応
し
、
ご
報
告
を
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。
大
月
市
の
安
心
安
全

の
た
め
の
常
日
頃
の
活
動
に
感
謝

を
申
し
上
げ
、
お
礼
の
言
葉
と
致

し
ま
す
。

進
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
や
は
り
消
防
団

の
サ
ポ
ー
ト
で
す
か
ら
、
ト
ッ
プ
で
あ

る
消
防
団
長
が
音
頭
を
と
っ
て
、
進
め

る
の
か
な
と
い
う
気
も
し
ま
す
が
、
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
店
側
の
負
担
も
生

じ
ま
す
の
で
難
し
い
部
分
も
あ
り
ま
す
。

都
留
市
で
は
、
市
が
補
助
し
た
り
し
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

の
ぼ
り
旗
等
の
整
備
に
対
し
年
間
10
万

円
程
度
の
補
助
を
し
て
い
ま
す
が
、
各

店
舗
の
サ
ー
ビ
ス
は
お
店
の
ご
厚
意
に

よ
る
も
の
だ
そ
う
で
す
。

（
意
見
交
換
終
了
後
、
都
留
市
に
確
認
）

Ｑ
　
施
設
に
関
し
て
は
何
か
あ
り
ま
す

か
。

・
消
防
車
に
関
し
て
で
す
が
、
軽
自
動

車
で
す
と
急
な
坂
道
を
上
る
時
な
ど
は

後
ろ
か
ら
押
し
て
や
ろ
う
か
と
思
う
ほ

ど
ス
ピ
ー
ド
が
出
ま
せ
ん
。
ま
た
、
県

の
総
合
防
災
訓
練
の
時
に
は
ヘ
リ
の
離

発
着
の
時
に
総
合
グ
ラ
ン
ド
に
水
を
撒

く
の
で
す
が
、
そ
の
際
に
必
要
な
ホ
ー

ス
は
24
本
で
す
。
先
日
、
入
れ
替
え
た

軽
自
動
車
の
ポ
ン
プ
車
に
は
８
本
し
か

ホ
ー
ス
が
積
め
ま
せ
ん
。
後
部
座
席
に

３
本
積
ん
で
も
11
本
し
か
積
め
ま
せ
ん
。

入
れ
替
え
る
場
合
、
軽
自
動
車
で
な
い

と
い
け
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
て
選
択
し
て
頂

く
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
慎
重
に
検

正副団長・分団長
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大
月
市
議
会
第
７
回
定
例
会
　

こ
ん
な
事
が
決
ま
り
ま
し
た

12
月
１
日
〜
16
日
（
16
日
間
）

主
な
議
案
の
内
容
 

そ

の

他

今
定
例
会
の
議
案

市
長
提
出

・
条
例
案
件
…
…
…
５
件

・
補
正
予
算
案
件
…
14
件

・
そ
の
他
の
案
件
…
２
件

・
人
事
案
件
…
…
…
１
件

予
算
（
補
正
）

◎
平
成
28
年
度
　
大
月
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

〇
学
童
ク
ラ
ブ
施
設
建
設
事
業

（
２
０
１
万
８
千
円
）

猿
橋
町
伊
良
原
に
あ
り
ま
す

「
学
童
ク
ラ
ブ
ひ
ま
わ
り
Ⅱ
」
の

〇
市
営
住
宅
改
修
事
業

（
３
、
３
１
５
万
１
千
円
）

市
営
石
堂
団
地
の
外
壁
及
び

防
水
工
事
費
で
す
。

〇
学
校
施
設
営
繕
工
事
費

（
１
億
８
、
６
１
７
万
８
千
円
）

小
中
学
校
に
エ
ア
コ
ン
設
備

を
設
置
す
る
工
事
費
で
す
。

現
在
、
市
内
全
７
校
の
う
ち
、

４
校
は
未
整
備
で
、
今
回
は
七

保
小
学
校
、
猿
橋
中
学
校
に
設

置
す
る
た
め
の
工
事
費
で
す
。

〇
市
道
の
路
線
認
定

道
路
法
第
８
条
１
項
の
規
定

に
よ
り
、
市
道
の
路
線
認
定
を

行
う
も
の
。

・
路
線
名
　
新
田
線

Ｌ
=１
５
０
ｍ

Ｗ
=４
・
０
〜
８
・
０
ｍ

〇
市
道
の
路
線
変
更
認
定

道
路
法
第
10
条
第
２
項
の
規

定
に
よ
り
、
市
道
の
路
線
変
更

認
定
を
行
う
も
の
。

・
路
線
名
　
市
道
中
野
１
号
線

Ｌ
=３
８
８
・
９
ｍ
→
Ｌ
=８
０

０
ｍ

・
路
線
名
　
市
道
中
野
山
谷
線

Ｌ
=１
、
０
２
７
・
１
ｍ
→
Ｌ
=

８
８
０
ｍ

議
会
提
出

・
条
例
案
件
…
…
…
１
件

・
請
　
願
…
…
…
…
１
件

・
選
　
挙
…
…
…
…
１
件

・
意
見
書
案
…
…
…
１
件

〇
庁
舎
非
常
用
電
源
整
備

（
５
、
５
６
６
万
３
千
円
）

「
庁
舎
の
防
災
対
策
」
と
し

て
、
現
在
、
本
市
の
本
庁
舎
・

第
２
庁
舎
に
は
、
非
常
用
発
電

設
備
が
な
く
、
非
常
時
に
は
災

害
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
る
こ

と
や
被
災
時
の
活
動
に
必
要
な

庁
舎
機
能
を
維
持
・
確
保
す
る

た
め
、
ま
た
、
ト
ラ
ブ
ル
等
に

よ
る
急
な
停
電
時
に
も
、
通
常

業
務
を
継
続
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
の
工
事
費
で
す
。

建
設
に
伴
う
設
計
費
で
す
。

現
地
調
査
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●
社
会
文
教
常
任
委
員
会

廃
校
の
利
活
用
に
つ
い
て

Ｑ
　
閉
校
後
の
校
舎
の
利
活
用

は
進
ん
で
い
る
か
。
ま
た
、

耐
震
性
の
無
い
校
舎
に
つ

い
て
は
ど
う
お
考
え
か
。

Ａ
　
体
育
館
は
、
社
会
体
育
施

設
と
し
て
開
放
し
て
い
る

事
実
も
あ
り
、
当
面
同
じ

方
向
で
と
考
え
て
い
ま
す
　
　

が
、
校
舎
の
耐
震
性
の
無

い
と
こ
ろ
は
、
貸
し
出
し

を
す
る
考
え
は
持
っ
て
い

ま
せ
ん
。
耐
震
性
の
あ
る

と
こ
ろ
は
、
管
理
等
ど
う

す
る
か
検
討
し
な
が
ら
、

貸
し
出
す
こ
と
も
可
能
と

考
え
ま
す
。
ま
た
、
閉
校

後
の
学
校
施
設
は
、
学
校

教
育
課
の
み
で
方
向
性
を

出
す
の
で
は
な
く
、
庁
内

全
体
で
検
討
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

市
立
図
書
館
の
シ
ス
テ
ム
改
修

に
伴
う
閉
館
に
つ
い
て

Ｑ
　
シ
ス
テ
ム
改
修
に
伴
う
閉

●
総
務
産
業
常
任
委
員
会

非
常
用
電
源
設
備
に
つ
い
て

Ｑ
　
非
常
用
電
源
設
備
が
、
今

ま
で
は
無
か
っ
た
が
、
無

く
て
も
良
か
っ
た
の
か
。

ま
た
、
設
置
す
る
場
所
は

ど
こ
に
な
る
の
か
。

Ａ
　
大
月
市
役
所
に
は
建
設
時

に
設
置
が
無
い
ま
ま
こ
こ

ま
で
来
た
の
で
す
が
、
災

害
時
等
に
必
要
な
の
で
、

も
っ
と
早
い
時
期
に
設
置

す
べ
き
か
と
思
い
ま
す
。

県
内
で
も
設
置
さ
れ
て
い

な
い
庁
舎
は
、
大
月
市
を

含
め
２
つ
の
自
治
体
と
い

う
状
況
の
中
、
本
市
も
整

備
す
る
必
要
が
あ
り
、
有

利
な
起
債
が
今
年
度
限
り

と
い
う
こ
と
で
、
補
正
予

算
に
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
設
置
す
る
場
所
は

庁
舎
裏
の
駐
車
場
の
一
角

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

「
庁
舎
並
び
に
所
管
す
る
施
設
で
の
政
党
機
関
紙

の
販
売
、
勧
誘
、
集
金
の
禁
止
措
置
を
求
め
る
請

願
」
に
対
す
る
討
論

委
員
会
審
査
の
様
子

館
期
間
は
ど
の
程
度
か
。

受
験
シ
ー
ズ
ン
で
、
図
書

館
を
利
用
し
た
い
方
も
い

る
の
で
、
今
後
は
、
こ
の

時
期
は
避
け
て
ほ
し
い
。

Ａ
　
期
間
は
12
月
22
日
か
ら
１

月
４
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

シ
ス
テ
ム
の
入
れ
替
え
等
、

短
期
間
で
行
う
に
は
、
閉

館
し
て
行
う
の
が
一
番
よ

ろ
し
い
か
と
い
う
こ
と
で
、

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
今

回
は
、
こ
の
形
で
や
ら
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

今
後
は
、
時
期
を
配
慮
す

る
よ
う
に
致
し
ま
す
。

市
立
図
書
館

藤
本
実
議
員
（
日
本
共
産
党
）

請
願
で
は
、
政
党
機
関
紙
一
般

の
禁
止
措
置
を
求
め
て
い
ま
す
が
、

請
願
者
も
述
べ
た
よ
う
に
現
状
で

は
、
日
本
共
産
党
の
「
し
ん
ぶ
ん

赤
旗
」
を
狙
い
撃
ち
し
た
も
の
に

な
っ
て
い
ま
す
。

私
が
市
の
幹
部
職
員
の
皆
さ
ん

に
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
を
勧
め
る

の
は
、
住
民
の
側
に
立
っ
た
市
政

運
営
を
進
め
る
際
に
、
役
に
立
つ

か
ら
で
す
。

こ
れ
ま
で
の「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」

の
購
読
依
頼
、
配
達
・
集
金
は
、

総
務
部
長
の
答
弁
の
と
お
り
「
業

務
に
支
障
が
な
い
程
度
で
、
構
わ

な
い
」
と
、
実
態
を
確
認
し
て
認

め
ら
れ
て
き
た
こ
と
で
す
。

職
員
の
職
務
遂
行
の
妨
げ
に
な

る
よ
う
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
請
願
は
、

行
き
過
ぎ
た
行
為
で
す
。

鈴
木
基
方
議
員

議
員
と
い
う
強
い
立
場
か
ら
の

職
員
へ
の
政
党
機
関
紙
の
販
売
、

勧
誘
、
集
金
は
職
員
へ
の
心
理
的

強
制
が
疑
わ
れ
、
憲
法
に
保
障
さ

れ
た
、
公
務
員
の
思
想
信
条
の
自

由
に
抵
触
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

個
人
が
政
党
機
関
紙
を
購
読
す
る

自
由
は
あ
る
の
で
、
販
売
、
勧
誘
、

集
金
は
個
人
の
家
で
行
わ
れ
る
べ

き
で
す
。
職
務
上
、
政
治
的
中
立

性
が
求
め
ら
れ
る
職
員
の
庁
舎
内

で
の
政
党
機
関
紙
購
読
は
、
政
治

的
中
立
性
を
疑
わ
れ
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

現
状
を
放
置
し
、
様
々
な
政
党

関
係
者
が
、
政
党
機
関
紙
購
読
を

求
め
、
職
務
中
に
職
員
の
と
こ
ろ

を
回
る
と
、
迷
惑
す
る
の
は
職
員

で
あ
り
、
市
民
で
す
。

庁
舎
並
び
に
所
管
す
る
施
設
で

の
政
党
機
関
紙
の
販
売
、
勧
誘
、

集
金
が
、
禁
止
と
い
う
形
に
な
れ

ば
、
職
員
も
安
心
安
全
な
思
い
で

職
務
に
つ
け
ま
す
。

◆
反
対
討
論
（
要
旨
）

◆
賛
成
討
論
（
要
旨
）
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原案
可決

原案
可決

市議会だより　第 145 号 ６

平成 28年 12月定例会議決結果等一覧表

条例

平成28年度 大月市介護保険特別会計補正予算
（第２号）
平成28年度 大月市介護サービス特別会計補正予算

（第１号）
平成28年度 大月市後期高齢者医療特別会計補正予算

（第２号）

平成28年度 大月市大月短期大学特別会計補正予算
（第４号）
平成28年度 大月市国民健康保険特別会計補正予算

（第３号）
平成28年度 大月市簡易水道特別会計補正予算

（第２号）
平成28年度 大月市下水道特別会計補正予算（第３号）

大月市恩賜県有財産保護財産区管理会委員の選任につ
いて同意を求める件

市道の路線変更認定の件

大月市選挙管理委員会委員の選挙
庁舎並びに所管する施設での政党機関紙の販売、勧誘、
集金の禁止措置を求める請願
地方議会議員の厚生年金への加入を求める意見書

（案）

市道の路線認定の件

選挙第７号

請願第３号

意見書
第３号

第 75 号

第 76 号 大月市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及
び運営に関する基準を定める条例中改正の件

第 77 号
大月市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人
員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サー
ビスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関
する基準を定める条例中改正の件

第 78 号

第 79 号

第 80 号

第 81 号

第 82 号

第 83 号

第 84 号

第 85 号

第 90 号

第 91 号

第 92 号

第 93 号

第 94 号

平成28年度 大月市介護保険特別会計補正予算
（第３号）第 95 号

第 86 号

第 87 号

第 96 号

平成28年度 大月市一般会計補正予算（第４号）
平成28年度 大月市大月短期大学特別会計補正予算

（第３号）
平成28年度 大月市国民健康保険特別会計補正予算

（第２号）

平成28年度 大月市下水道特別会計補正予算（第２号）

平成28年度 大月市簡易水道特別会計補正予算
（第１号）

大月市職員給与条例中改正の件第 88 号

第 89 号

第 97 号

大月市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関
する条例中改正の件
大月市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する
条例中改正の件

（賛成○　反対●　欠席=欠）※山田 善一 議長を除く

原案
可決

鈴
木
　
基
方

相
馬
　
　
力

藤
本
　
　
実

小
林
　
信
保

鈴
木
　
章
司

小
原
　
丈
司

西
室
　
　
衛

小
泉
二
三
雄

古
見
　
金
弥

奥
脇
　
一
夫

相
馬
　
保
政

大
石
　
源
廣

萩
原
　
　
剛

結
　
　
　
果

議案番号種別
議　員　名

案　件　名

○○○○○○○○○○○○○

○○●●●○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

○○●○●○●○●○●○○

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

平成28年度 大月市一般会計補正予算（第５号）

継続審査

採択

当選

補正
予算

その他

選挙

請願

意見書

○○○○○○○○○○○○○

同意

大月市ひとり親家庭医療費助成に関する条例中改正の
件

人事
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市議会だより 第145号７

市
政
を
問
う

ズバリ

！

12 月定例会

代表質問・一般質問

本文は要旨の掲載であり、質問者自身が責任を持って作成したものです。
詳しい内容については、会議録（３月上旬発行予定）を図書館及び市の
ホームページ（http://www.city.otsuki.yamanashi.jp/）で閲覧することが
できます。

● 代表質問
（１）西室　衛議員　（清風会＆公明）　　　　 　　　　　　

①平成 29 年度の予算総額及び、重点施策は
②今後も総合病院として維持していくのか

（２）小原丈司議員　（山と川の街大月）　　　　　　　　　 
①保護者のニーズに合った保育所に入れるのか
②対話集会の出席人数は

（３）小泉二三雄議員　（自由民主党）　　　　　　　　　

（５）鈴木基方議員
①焼却灰は本当に安全なのか
②ビニールハウス設置助成を

8 ページ

9 ページ

10 ページ

（４）藤本　実議員　（日本共産党）　　　　　　　　　
①木造住宅の耐震化をどう進めるか
②子どもの貧困対策への市長の決意は

11 ページ

12 ページ
● 一般質問

（６）小林信保議員
①ふるさと教育を起点とした職業体験型の観光を
②県に対し補助制度の創設を働きかけてはどうか

13 ページ

代表質問・一般質問とは、市の行政事務の状況や将来に
対する方針などをただしたり、報告を求めたりするもので、
各定例会で行われます。

今定例会では、６名の議員が質問を行いました。

①本市の東部地域に消防の分駐所を設置する考えは
②事業開始前のモニタリングが必要では

議会145／01-09_レイアウト 1  17/03/04  16:26  ページ 7



９
、
０
０
０
人
を
目
指
す
た
め

の
ス
タ
ー
ト
の
年
で
す
。

総
合
戦
略
に
お
い
て
計
画
さ

れ
て
い
る
事
業
を
最
優
先
し「
大

月
の
特
性
を
生
か
し
た
雇
用
の

場
の
創
出
」「
住
み
た
く
な
る
地

域
づ
く
り
」「
結
婚
・
出
産
・
子

育
て
を
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
」

「
住
み
続
け
た
く
な
る
魅
力
的
な

ま
ち
」「
地
域
を
愛
し
、
地
域
を

育
て
る
人
材
を
育
て
る
ま
ち
」と

市議会だより　第 121 号 12市議会だより　第 145 号 ８

Ｑ
今
後
も
総
合
病
院
と
し
て
維

Ｑ
  持
し
て
い
く
の
か

Ａ
継
続
し
て
診
療
を
行
い
、
総

Ａ
合
病
院
と
し
て
の
役
割
を
果

Ａ
た
し
て
ま
い
り
た
い

Ｑ
平
成
29
年
度
の
予
算
総
額
及

Ｑ
  び
、
重
点
施
策
は

Ａ
予
算
総
額
は
１
１
４
億
円
程

Ａ
度
、
総
合
戦
略
に
お
け
る
事

Ａ
業
を
最
優
先

問
平
成
29
年
度
の
予
算
編
成

が
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、

予
算
総
額
と
重
点
施
策
は

何
か
。

答
市
長

問
対
話
集
会
に
お
い
て
、
中

央
病
院
に
対
す
る
市
民
か

ら
の
意
見
は
何
か
。

ま
た
、
今
後
も
総
合
病
院

と
し
て
維
持
し
て
行
く
の

か
。

答
病
院
事
務
長

「
市
長
と
の
対
話
集
会
」の
中

で
、
市
民
の
皆
様
か
ら
は
、
中

央
病
院
で
健
診
・
人
間
ド
ッ
ク

を
受
け
て
も
ら
う
よ
う
情
報
発

信
等
の
取
り
組
み
の
必
要
性
、

整
形
外
科
常
勤
医
師
の
確
保
、

施
設
や
医
療
機
器
の
十
分
な
活

用
、
さ
ら
に
経
営
に
関
し
て
経

営
形
態
の
見
直
し
な
ど
、
貴
重

な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
　
　

次
に
「
総
合
病
院
と
し
て
維

持
し
て
い
く
の
か
」
に
つ
い
て

来
年
度
は
「
大
月
市
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

を
着
実
に
推
進
し
て
、
２
０
４

０
年
の
目
標
人
口
で
あ
る
１
万

代
表
質
問

で
あ
り
ま
す
が
、
当
院
は
、
災

害
拠
点
病
院
で
あ
り
、
ま
た
、

地
域
医
療
を
担
う
中
核
的
な
公

立
病
院
で
す
。
大
規
模
な
災
害

が
発
生
し
た
場
合
の
対
応
や
市

内
の
診
療
所
や
医
院
を
補
完
す

る
後
方
支
援
病
院
と
し
て
の
役

割
の
ほ
か
、
市
民
の
皆
様
に
身

近
で
受
診
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
診
療
体
制
を
充
実
す
る
こ

と
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
た
が
い
ま
し
て
、
非
効
率

で
不
採
算
な
診
療
科
に
つ
い
て

も
市
民
の
皆
様
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
必
要
が
あ
り
、
今
後
も
継

続
し
て
診
療
を
行
い
、
総
合
病

院
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

西室　衛
清風会＆公明

い
っ
た
「
持
続
的
な
ま
ち
づ
く

り
」
に
着
眼
し
た
事
業
の
推
進

を
中
心
と
し
た
予
算
編
成
方
針

と
し
ま
し
た
。

予
算
の
総
額
で
す
が
、
来
年

度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
の
現

時
点
で
の
要
求
額
は
、
１
１
４

億
円
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

次
に「
重
点
施
策
は
何
か
」に

つ
い
て
で
す
。

今
年
度
策
定
し
て
い
る
「
お

お
つ
き
創
生
都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
来
年

度
は
、
大
月
駅
周
辺
に
居
住
や

福
祉
・
医
療
・
商
業
の
立
地
誘

導
や
、
イ
ン
フ
ラ
・
公
共
施
設

等
の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、

有
利
な
補
助
制
度
を
活
用
す
る

た
め
「
立
地
適
正
化
計
画
」
を

策
定
し
、
人
口
減
少
対
策
と
地

域
活
性
化
に
対
応
し
た
、
よ
り

具
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
将
来

像
を
市
民
の
皆
様
に
お
示
し
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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Ｑ
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

Ｑ
  保
育
所
に
入
れ
る
の
か

Ａ
保
育
室
及
び
職
員
の
配
置
等

Ａ
を
柔
軟
に
対
応
し
、
受
け
入

Ａ
れ
体
制
を
整
え
ま
す

市議会だより　第145号９

Ｑ
対
話
集
会
の
出
席
人
数
は
Ｑ
  

Ａ
公
民
館
を
単
位
に
10
会
場
で

Ａ
５
９
４
名
で
し
た

問
各
所
で
行
わ
れ
た
対
話
集

会
の
出
席
人
数
と
そ
の
意

見
集
約
は
。

答
市
長

今
年
度
は
、
公
民
館
を
単
位

に
10
会
場
で
実
施
し
、
地
域
別

に
見
ま
す
と
、
笹
子
65
名
、
初

狩
48
名
、
真
木
49
名
、
大
月
70

名
、
賑
岡
76
名
、
瀬
戸
44
名
、

七
保
66
名
、
猿
橋
51
名
、
富
浜

83
名
、
梁
川
42
名
の
合
計
で
５

９
４
名
の
参
加
を
い
た
だ
い
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
意
見
集
約
に
つ
い
て

は
、
事
前
に
地
域
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
話
題
を
も
と
に
し
ま
し
て
、

１
会
場
当
た
り
お
よ
そ
１
時
間

半
ほ
ど
の
意
見
交
換
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
特
に
関
心
が
高
く
意

見
の
多
か
っ
た
内
容
は
、
大
月

駅
北
側
の
整
備
で
し
た
。

そ
の
一
つ
の
例
を
挙
げ
ま
す

と
、
温
泉
施
設
や
保
育
施
設
、

宿
泊
施
設
な
ど
の
建
設
や
飲
食

店
、
量
販
店
、
市
役
所
庁
舎
な

ど
を
含
む
複
合
施
設
が
よ
い
の

で
は
な
い
か
と
の
、
意
見
も
あ

り
ま
し
た
。

ま
た
、
学
校
跡
地
に
つ
い
て

も
話
題
と
な
り
ま
し
た
が
、
お

お
つ
き
創
生
都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
に
よ
り
、
意
見
を
反

映
し
て
い
く
考
え
を
示
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
教
育
、
子
育
て

に
つ
い
て
の
話
題
も
多
く
あ
り

ま
し
た
。

再
質
問

19
年
、
そ
し
て
24
年
度
に

は
保
育
園
・
幼
稚
園
適
正

化
の
検
討
委
員
会
が
答
申

を
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
１
、
２
歳
児
の
待
機
児
童

は
な
く
、
保
護
者
の
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
保
育
所
に
入

れ
る
の
か
お
聞
き
し
ま
す
。

答
市
民
生
活
部
長

３
歳
未
満
児
の
保
護
者
の
ニ

ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
運

営
基
準
に
見
合
う
保
育
体
制
に

よ
り
、
入
所
希
望
者
数
を
確
認

し
な
が
ら
、
保
育
室
及
び
職
員

の
配
置
等
を
柔
軟
に
対
応
し
、

新
年
度
の
受
け
入
れ
体
制
を
整

え
て
ま
い
り
ま
す
。

代
表
質
問

小原　丈司
山と川の街大月

そ
れ
に
私
が
感
じ
る
と
こ

ろ
、
何
ら
動
き
が
見
え
な

い
の
で
す
。
ど
う
い
う
考

え
を
持
っ
て
い
る
の
か
お

聞
き
し
ま
す
。

問

答
市
長

こ
の
ご
質
問
の
考
え
の
中
で
、

や
は
り
私
自
身
も
子
ど
も
・
子

育
て
の
あ
り
方
と
い
う
の
は
、

国
家
的
な
戦
略
と
し
て
考
え
る

べ
き
で
あ
り
ま
す
し
、
大
月
市

と
し
ま
し
て
も
、
こ
れ
か
ら
の

人
口
減
少
対
策
の
一
つ
の
大
き

な
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
て
い
る

部
分
も
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す

か
ら
、
こ
の
状
況
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
早
期
に
対
策
を
打
っ
て

い
き
た
い
と
い
う
ふ
う
に
思
っ

て
い
ま
し
て
、
私
自
身
も
非
常

に
頭
を
痛
め
て
い
る
と
い
う
部

分
で
あ
り
ま
す
。

小
学
校
、
中
学
校
の
適
正
化

あ
る
い
は
校
舎
の
耐
震
化
等
の

ほ
う
の
目
途
が
つ
い
た
中
で
、

今
後
早
急
に
そ
の
流
れ
を
加
速

し
て
い
け
れ
ば
、
こ
の
よ
う
に

考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
か

皆
様
方
の
さ
ら
な
る
ご
支
援
、

ご
協
力
も
あ
わ
せ
て
お
願
い
す

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
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